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国民の森林・国有林 
林野庁 北海道森林管理局

今月のトピック

・北海道森林管理局長 新年のご挨拶

・国有林野等所在市町村長有志連絡協議会開催

も り



平
成
30

年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

景
気
に
つ
い
て
は
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
き
、
日
経
平
均
株

価
が
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
戻

り
高
値
を
更
新
す
る
な
ど
明
る

い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他

方
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が

発
生
し
、
九
州
北
部
で
は
記
録

的
な
豪
雨
が
観
測
さ
れ
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
、
米

国
を
除
く
11
カ
国
で
新
た
な
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
が
大
筋
合
意
に
至
り
、
欧

州
連
合
と
の
間
で
経
済
連
携
協

定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
つ
い
て
も
、

７
月
の
大
枠
合
意
を
経
て
、
１２

月
に
は
交
渉
妥
結
に
至
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
政
府

は
、
国
内
産
業
の
競
争
力
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
林

業
分
野
に
お
い
て
は
、
原
木
供

給
の
低
コ
ス
ト
化
や
加
工
施
設

の
効
率
化
等
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
森
林
は
、
全
国
の

森
林
面
積
の
約
２
割
に
相
当
す

る
広
大
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
森
林
の
公
益
的
機
能
を
十
分

に
確
保
し
つ
つ
、
資
源
と
し
て

有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
道
内

の
林
業
・
木
材
産
業
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
の
下
で
も
、
地
域

経
済
に
貢
献
す
る
産
業
と
し
て

さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
ど
も
北

海
道
森
林
管
理
局
は
、
新
し
い

一
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
職
員

一
同
全
力
で
、
北
海
道
国
有
林

の
有
す
る
山
地
災
害
防
止
等
の

公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
や
林

業
の
成
長
産
業
化
に
貢
献
し
て

参
り
ま
す
。

公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
に

つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
の
自
然

災
害
の
多
発
傾
向
も
踏
ま
え
、

山
地
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
対

応
や
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

特
に
、
昨
年
の
九
州
北
部
の
豪

雨
災
害
を
踏
ま
え
た
流
木
対
策

と
し
て
、
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ

ム
の
設
置
、
間
伐
等
に
よ
る
根

系
等
の
発
達
促
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
天

然
生
稚
樹
の
成
長
促
進
な
ど
天

然
力
を
活
用
し
た
多
様
な
森
林

づ
く
り
、
知
床
を
は
じ
め
と
す

る
原
生
的
な
森
林
生
態
系
の
保

護
・
管
理
や
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
な

ど
希
少
野
生
生
物
の
生
息
環
境

の
向
上
を
目
指
し
た
森
林
施
業

の
推
進
、
関
係
行
政
機
関
等
と

連
携
し
た
エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策

等
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

林
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
人
工
林
資
源
が
成

熟
し
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る

中
で
、
道
内
の
林
業
が
成
長
産

業
と
し
て
発
展
し
、
そ
れ
が
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
林
産
物
の
安
定
供
給

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
主
伐

後
の
伐
採
跡
地
等
で
の
再
造
林

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
苗

木
生
産
者
と
の
安
定
需
給
協
定

に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
利
用
拡

大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
伐
採
か
ら
再
造
林
に

至
る
一
連
の
工
程
に
お
け
る
効

率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
先
駆

的
な
実
行
等
を
通
じ
て
、
伐

採
・
造
林
作
業
の
省
力
化
・
低

コ
ス
ト
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
こ
の
取
組
に
は
、
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
新
技

術
の
導
入
が
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
の
カ
ギ
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
中
に
は
リ
ス
ク
が

大
き
く
民
間
企
業
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
取
組
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
私
ど
も
の
組

織
・
技
術
・
資
源
を
フ
ル
活
用

し
、
新
た
な
取
組
に
対
し
て
積

極
的
に
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。

併
せ
て
、
林
野
庁
の
地
方
組

織
と
し
て
、
森
林
・
林
業
分
野

に
お
け
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
や
諸
課
題
の
解
決
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
地
域
の

皆
様
と
十
分
に
対
話
を
重
ね
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
と
な
る
と
と
も
に
、
地

域
の
森
林
・
林
業
の
再
生
と
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
飛
躍
の

年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新

た

な

取

組

に

挑

戦

北
海
道
森
林
管
理
局
長

渕
上
和
之
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平
成
29

年
12

月
５
日
、
北

海
道
森
林
管
理
局
に
お
い
て
、

平
成
29

年
度
国
有
林
野
等
所

在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
協
議
会
は
、
道

内
の
各
森
林
管
理
署
管
内
に

お
け
る
地
域
社
会
と
国
有
林

野
事
業
の
連
携
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

度
開
催
し
て
い
ま
す
。

10

月
に
は
道
内
７
カ
所
に

お
い
て
各
地
区
ご
と
に
協
議

会
を
開
催
し
、
今
回
は
、
各

地
区
の
代
表
世
話
人
で
あ
る

酒
井
新
ひ
だ
か
町
長
、
池
部

南
富
良
野
町
長
、
浅
田
天
塩

町
長
、
菅
原
浜
頓
別
町
長
、

長
屋
滝
上
町
長
、
金
澤
標
津

町
長
、
山
本
共
和
町
長
に
ご

出
席
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
林

野
庁
本
庁
よ
り
橘
業
務
課
長

及
び
木
暮
施
工
企
画
調
整
室

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
渕
上
局
長
よ
り
、

「
一
般
会
計
化
し
て
５
年
目

を
迎
え
、
森
林
管
理
局
は
地

域
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
官

庁
と
し
て
、
地
域
に
ど
の
よ

う
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
常

に
考
え
、
地
域
の
一
員
の
つ

も
り
で
頑
張
っ
て
参
り
た
い
。

本
日
は
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
開

会
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
林
野
庁
の
橘
業
務

課
長
よ
り
、
「
現
在
、
林
野

庁
で
は
本
年
６
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
未
来
投
資
戦
略
２

０
１
７
に
基
づ
き
、
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
、
森
林
環
境
税
の
実
現
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
の
た
め
の
森
林
・
林
業

施
策
、
地
域
の
た
め
の
国
有

林
と
な
っ
て
い
け
る
よ
う
、

本
日
の
意
見
を
円
滑
な
施
策

の
遂
行
に
反
映
し
て
い
き
た

い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
連
絡
協
議
会
の

代
表
世
話
人
で
あ
る
酒
井
新

ひ
だ
か
町
長
に
議
事
の
進
行

を
お
願
い
し
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

議
事
で
は
、
林
野
庁
本
庁

よ
り
、
来
年
度
予
算
概
算
要

求
の
概
要
、
森
林
吸
収
源
対

策
の
推
進
、
林
業
成
長
産
業

化
総
合
対
策
、
国
産
材
利
用

の
推
進
、
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
北
海
道
森

林
管
理
局
よ
り
、
平
成
28
年

度
台
風
被
害
に
係
る
災
害
復

旧
工
事
の
進
捗
状
況
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
を
巡
る

近
年
の
動
向
、
コ
ン
テ
ナ
苗

の
安
定
的
な
生
産
体
制
構
築

に
向
け
た
取
組
等
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
代
表
森
林
管

理
署
長
よ
り
道
内
７
箇
所
で

開
催
さ
れ
た
各
地
区
の
協
議

会
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
の
課
題
や

関
心
事
項
と
し
て
、
分
収
林

契
約
、
森
林
環
境
税
、
流
木

対
策
、
C

L

T
の
利
用
促
進

等
に
つ
い
て
質
問
や
コ
メ
ン

ト
が
出
さ
れ
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
渕
上
局
長
よ
り

「
北
海
道
森
林
管
理
局
は
林

野
庁
の
直
轄
組
織
と
し
て
、

本
庁
と
一
体
と
な
っ
て
本
日

出
さ
れ
た
課
題
等
に
も
き
ち

ん
と
向
き
合
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
普
段
か
ら
町

長
の
皆
様
と
よ
く
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
。
」
と
挨
拶
し
、
今
年
度

の
連
絡
協
議
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

  

渕上北海道森林管理局長 

林野庁 

橘業務課長 

代表世話人の 

酒井新ひだか町長 

左から、菅原浜頓別町長、浅田天塩町長、池部南富良野町長、

長屋滝上町長、金澤標津町長、山本共和町長 

各地区の世話人の皆様と 

有意義な意見交換が行われました。 
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１
．
網
走
西
部
流
域
の
現
状
と 

取
り
組
み
の
背
景 

網
走
西
部
流
域
に
お
け
る
人
工

林
面
積
は
、
約
１５
万
ha
で
全
森

林
面
積
の
約
３７
％
を
占
め
て
お

り
、
こ
の
う
ち
の
多
く
が
主
伐
期

を
迎
え
る
８
～
１０
齢
級
（
３６
年

生
～
５０
年
生
）
以
上
の
林
分
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
当
流
域
は
、
大
企
業
の

所
有
林
も
多
い
こ
と
か
ら
先
進
的

な
林
業
機
械
の
導
入
が
進
ん
で
お

り
、
全
道
の
高
性
能
林
業
機
械
の

約
２０
％
（
約
１
６
０
台
）
を
保
有

し
て
い
る
ほ
か
、
豊
富
な
森
林
資

源
を
背
景
と
し
て
、
多
く
の
製
材

工
場
や
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
施
設
が

立
地
し
、
大
規
模
な
林
業
経
営
が

行
わ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。 

 

し
か
し
、
森
林
整
備
に
お
け
る

作
業
コ
ス
ト
の
抑
制
が
難
し
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
植
栽
等
に
よ
る
伐

採
跡
地
の
更
新
が
行
わ
れ
な
い
造

林
未
済
地
が
約
１
，
１
０
０
ha
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
持
続
可

能
な
森
林
経
営
に
加
え
、
林
業
の

成
長
産
業
化
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
伐
採
、
搬
出
な
ど
の
作

業
コ
ス
ト
や
地
拵
え
、
植
付
な
ど

の
初
期
投
資
や
労
務
量
を
い
か
に

低
減
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
．
低
コ
ス
ト
作
業
の
普
及
・ 

啓
発
に
向
け
て 

 

こ
の
た
め
、
低
コ
ス
ト
作
業
に

対
す
る
理
解
の
向
上
と
普
及
に
向

け
て
、
昨
年
９
月
に
当
署
管
内
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
、
遠
軽
町

丸
瀬
布
国
有
林
に
お
い
て
「
民
有

林
・
国
有
林
森
林
施
業
技
術
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
技
術
交
流
会
に
は
、
地
元

近
隣
市
町
、
森
林
組
合
、
林
業
関

係
事
業
体
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振

興
局
な
ど
の
民
有
林
と
国
有
林
の

関
係
者
約
７０
名
が
参
加
し
、
今
年

度
か
ら
全
道
的
に
取
組
を
進
め
て

い
る
、
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
（
伐

採
か
ら
造
林
ま
で
を
一
連
の
工
程

と
し
て
行
う
こ
と
）
等
に
つ
い
て

情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
「
再
造
林
コ
ス
ト

の
低
減
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

発
注
方
法
も
含
め
て
検
討
し
た

い
」
（
森
林
組
合
）
、
「
事
業
発

注
に
向
け
て
具
体
的
な
方
法
を
教

え
て
欲
し
い
」（
建
設
業
関
係
者
）

な
ど
の
積
極
的
な
意
見
も
多
く
出

さ
れ
、
民
有
林
関
係
者
に
対
し
て

低
コ
ス
ト
作
業
等
に
対
す
る
理
解

の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

３
．
地
域
の
民
有
林
に
お
け
る 

低
コ
ス
ト
作
業
の
導
入 

 

ま
た
、
民
有
林
支
援
の
一
環
と

し
て
、
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
の

導
入
に
向
け
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

そ
の
一
例
は
、
効
率
的
な
事
業

展
開
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
今
年
度
新
た
に
民
有
林
に
設

定
し
た
モ
デ
ル
エ
リ
ア
内
で
、
地

域
関
係
者
の
協
力
を
受
け
て
再
造

林
な
ど
の
森
林
整
備
等
を
推
進
し

て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

具
体
的
な
支
援
の
内
容
と
し
て

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管

内
の
モ
デ
ル
エ
リ
ア
の
設
定
に
あ

た
り
、
当
署
や
民
有
林
の
作
業
予

定
地
に
お
い
て
、
国
有
林
が
実
践

し
て
い
る
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業

の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
当
該
作
業
に
お
い
て

得
ら
れ
る
間
接
作
業
コ
ス
ト
の
低

減
や
作
業
工
程
の
改
善
及
び
造
林

作
業
の
労
務
量
軽
減
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
の
説
明
ほ
か
、
急
傾
斜
地
な

ど
に
お
い
て
は
重
機
の
活
用
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
現
地
状
況
に
よ

っ
て
は
作
業
工
程
の
改
善
等
が
見

込
め
な
い
場
合
が
あ
る
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
助
言
し

た
と
こ
ろ
、
熱
心
に
聞
い
て
い
た

だ
き
、
実
際
に
伐
採
・
造
林
一
貫

作
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

４
．
今
後
に
向
け
て 

 

今
後
も
、
効
率
的
な
森
林
施
業

の
実
施
等
に
努
め
つ
つ
、
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
民
有
林
等

へ
情
報
共
有
し
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
の
関
係
者
と
連
携
す
る
中
で
、

地
域
の
課
題
を
的
確
に
把
握
し
た

取
組
を
実
践
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
西

部
流
域
に
お
け
る
「
林
業
の
成
長

産
業
化
」
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。  

民・国森林施業検討会の様子

民有林のモデルエリア設定に係る

現地確認の様子

民有林との情報交換の様子
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牧草地を走るエゾシカ

門別競馬場のナイターレース

（グランシャリオナイター）

国有林の境界標と 

隣接する畑

カシワの防風林と太平洋

 

門
別
森
林
事
務
所
は
日
高
町
の

太
平
洋
が
近
く
に
見
え
る
厚
賀
に

所
在
し
、
沙
流
川
下
流
の
旧
門
別

町
エ
リ
ア
約
１
万
㏊
を
管
轄
し
て

い
ま
す
。
（
２
０
０
６
年
に
日
高

町
と
門
別
町
が
合
併
し
現
在
の
日

高
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
） 

門
別
地
区
は
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

の
育
成
・
生
産
で
有
名
で
あ
り
、

道
路
沿
い
に
は
軽
種
馬
の
牧
場

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
門
別
競
馬
場
に
は
、
地

元
の
味
が
楽
し
め
る
飲
食
店
や
子

ど
も
が
楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど

も
あ
り
、
競
馬
フ
ァ
ン
に
限
ら
ず

楽
し
め
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
町
は
太
平
洋
に
面
し
て
お

り
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
海
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
内
陸
部

に
少
し
入
れ
ば
山
々
が
あ
り
、
豊

富
な
栄
養
を
蓄
え
た
川
の
水
が
海

を
豊
か
に
し
て
い
る
、
そ
ん
な
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

気
候
は
海
風
の
強
い
日
が
あ
る

も
の
の
、
夏
は
涼
し
く
冬
は
降
雪

が
少
な
い
、
年
間
を
通
し
て
非
常

に
過
ご
し
や
す
い
場
所
で
す
。 

 

門
別
地
区
市
街
地
近
く
の
国
道

沿
い
に
は
、
カ
シ
ワ
の
防
風
林
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
防
風
林
は
国
有

林
で
、
海
岸
か
ら
の
強
い
風
を
緩

和
し
て
い
ま
す
。
台
風
が
何
度
も

上
陸
し
て
い
ま
す
が
、
カ
シ
ワ
の

木
は
倒
れ
る
こ
と
無
く
町
を
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。 

森
林
官
と
し
て
の
仕
事
は
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。 

①

林
道
の
管
理 

管
轄
区
域
は
里
山
が
多
く
、
地

元
住
民
の
生
活
と
密
接
な
関
わ
り

が
あ
り
、散
策
で
の
入
林
が
多
く
、

台
風
の
後
や
降
雨
後
の
林
道
の
状

況
に
は
、
細
や
か
な
管
理
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

② 

境
界
の
管
理 

管
轄
区
域
の
海
岸
線
は
、
防
風

林
が
点
在
し
、
降
雨
後
は
地
滑
り

が
起
こ
り
や
す
く
、
沢
水
が
出
や

す
い
箇
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

境
界
管
理
の
仕
事
は
、
境
界
標

の
確
認
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
使
っ

た
表
示
、
見
出
し
ポ
ー
ル
の
確
認

を
行
い
、
問
題
が
発
生
し
て
い
な

い
か
を
確
認
し
ま
す
。
隣
接
地
の

多
く
は
、
牧
場
や
畑
で
、
土
地
所

有
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

に
も
重
要
な
仕
事
で
す
。 

③ 

エ
ゾ
シ
カ
の
調
査 

門
別
地
区
は
、
エ
ゾ
シ
カ
が
多

い
地
域
で
す
。
エ
ゾ
シ
カ
の
農
林

業
へ
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
食
害
状
況
な
ど

を
調
査
し
頭
数
管
理
の
た
め
の
情

報
を
集
め
る
の
も
森
林
官
の
仕
事

で
す
。

山
に
入
る
と
、
ハ
チ
に
襲
わ
れ

る
こ
と
や
、
ク
マ
に
吠
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時
に
は
道
に

迷
っ
た
り
、
足
を
滑
ら
し
て
滑
落

し
た
り
す
る
こ
と
も
起
こ
り
え
ま

す
。 携

帯
電
話
の
電
波
が
届
か
な
い

場
所
も
多
く
助
け
を
呼
べ
な
い
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。 

森
林
官
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
熊
撃
退

ス
プ
レ
ー
、
鈴
、
防
蜂
網
、
防
蜂

手
袋
、
蜂
刺
さ
れ
用
の
自
動
注
射

器
、
衛
星
携
帯
電
話
な
ど
な
ど
、

仕
事
に
応
じ
た
安
全
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
山
に
は
多
く
の
危
険

が
あ
る
こ
と
を
山
に
入
る
方
に
は

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

国
有
林
へ
の
入
林
、
林
道
の
通

行
状
況
、
ク
マ
や
ハ
チ
の
情
報
な

ど
安
全
に
関
す
る
こ
と
は
、
森
林

事
務
所
で
お
伝
え
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
頂
く
か
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

○

森
林
事
務
所
の
管
轄
区
域
と

所
在 

○

海
と
馬
と
山
の
町 

○

町
を
守
る
防
風
林 

○

山
に
入
る
際
は
十
分
な
対

策
を
お
願
い
し
ま
す

○

海
と
馬
と
山
の
町

○

森
林
官
の
仕
事

○

海
と
馬
と
山
の
町

日高北部森林管理署 

門別森林事務所 

森林官 三ツ山 厚次 
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（※）カミネッコン：再生段ボールから作られた紙ポット。穴を掘らずに地面に置くだけで木を植えることができる。

炎天下での下刈り 

手鋸で初めての間伐 

●
『
森
林
づ
く
り
塾
』

駒
ヶ
岳･

大
沼
森
林
ふ
れ

あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

森
林
の
役
割
や
森
林
づ
く
り

を
学
び
、
森
林
作
業
の
体
験

や
、
森
林
で
の
楽
し
み
方
を

通
し
て
森
林
・
林
業
へ
の
理

解
を
深
め
る
活
動
と
し
て
、

「
森
林
づ
く
り
塾
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
渡
島
総
合
振
興
局

東
部
森
林
室
に
お
い
て
も
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
森
林

や
樹
木
に
関
す
る
実
習
や
見

学
を
通
し
て
森
林
の
働
き
や

楽
し
み
方
な
ど
に
つ
い
て
学

習
す
る
「
森
へ
の
誘
い
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
塾
と
講
座
は
そ
れ
ぞ

れ
で
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
に
北
海
道
森

林
管
理
局
と
北
海
道
の
間
で

締
結
し
た
覚
書
に
基
づ
き
、

平
成
26
年
度
か
ら
は
重
複
メ

ニ
ュ
ー
の
統
合
に
よ
る
共
同

開
催
で
の
実
施
、
フ
ィ
ー
ル

ド
の
共
有
な
ど
、
地
域
の
特

徴
を
よ
り
活
か
し
た
住
民
へ

の
木
育
体
験
事
業
と
し
て
推

進
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
森
林
づ
く

り
塾
に
は
17
名
の
応
募
が
あ

り
、
単
独
開
催
が
２
回
、
共

同
開
催
が
２
回
、
講
座
生
受

け
入
れ
が
２
回
の
計
６
回

と
、
そ
の
他
に
上
記
講
座
へ

の
参
加
を
２
回
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

５
月
28
日
の
第
一
回
塾
は

単
独
開
催
で
、
函
館
山
の
史

跡
や
植
林
の
歴
史
、
ス
ギ
の

巨
木
で
直
径
や
樹
高
の
測
り

方
を
学
び
な
が
ら
植
生
観
察

を
行
い
ま
し
た
。

６
月
18
日
の
第
二
回
塾
は

共
同
開
催
に
よ
り
32
名
が
参

加
、
七
飯
町
の
カ
リ
マ
国
有

林
で
下
刈
り
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
下
刈
り
は
、
植
栽

木
を
草
や
笹
の
被
圧
か
ら
防

ぎ
、
成
長
を
促
進
さ
せ
る
の

が
目
的
で
、
最
初
は
ぎ
こ
ち

な
い
下
刈
り
鎌
の
使
い
方
で

し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
た

様
子
で
順
調
に
作
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
炎
天
下
で

の
厳
し
い
作
業
体
験
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
鎌
研
ぎ
の

講
習
を
行
い
、
切
れ
味
を
試

し
て
、
道
具
の
整
備
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
９
日
の
第
三
回
塾

は
、
講
座
生
の
受
け
入
れ
に

よ
り
21
名
が
参
加
、
七
飯
町

の
軍
川
国
有
林
で
ト
ド
マ
ツ

人
工
林
の
間
伐
（
除
伐Ⅱ

類
）

を
体
験
し
ま
し
た
。
殆
ど
の

参
加
者
が
樹
を
伐
る
こ
と
が

初
め
て
で
し
た
が
、
ま
ず
受

け
口
を
切
り
、
ツ
ル
を
残
す

よ
う
に
追
い
口
を
切
り
、
倒

れ
た
樹
の
枝
払
い
、
玉
切
り

ま
で
、
手
順
良
く
安
全
に
作

業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

８
月
30
日
は
、
講
座
の
山

の
日
記
念
・
横
津
岳
自
然
観

察
に
塾
生
が
参
加
し
、
エ
ゾ

オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
な
ど
を
観

賞
し
な
が
ら
、
駒
ヶ
岳
や
函

館
山
等
を
遠
望
し
て
、
登
山

を
楽
し
み
ま
し
た
。

９
月

24

日
の
第
五
回
塾

は
、
講
座
生
の
受
け
入
れ
に

よ
り
22
名
が
参
加
、
七
飯
町

の
吉
野
山
国
有
林
で
広
葉
樹

の
植
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
は
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
の
組

み
立
て
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、

ミ
ズ
ナ
ラ
や
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

な
ど
百
七
〇
本
を
植
付
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
特
徴
あ
る
地
域

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
共
有
し
て

連
携
し
た
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
参
加
者
が
広
く
一
体
的

に
地
域
の
特
性
を
認
識
で
き

る
体
験
活
動
と
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

駒ヶ岳・大沼森林ふれあい推進センター 

カミネッコン(※)による植付
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「各地からの便り」の詳細は 
 
検索 森もりスクエア 

占冠村「⼈材育成プログラム」を⽀援【上川南部森林管理署】

占冠村では平成 28 年度から林業六次産業化事業を進め、その担い⼿を育成するため「育成プロ

グラム」を実施しており、当署からも技術指導等において連携を図り支援しています。平成 29 年

12⽉4⽇（⽉曜⽇）に室内研修及び現地研修に協力しました。 

室内研修では⼭崎署⻑による研修の趣旨の説明や当署担当職員による人工林の間伐等について 

講義を⾏いました。現地研修では、国有林のトド 

マツ人工林の列状間伐の作業地に移動し、チェー

ンソーによる伐倒作業とプロセッサによる枝払い

・⽟切り作業の⾒学を⾏いました。研修⽣から多

くの質問があり、関心の⾼さが伺えました。 

道産カラマツを使用した CLT 工事見学会【北海道森林管理局】 

平成 29 年 11 ⽉ 22 ⽇（水曜⽇）、知内町が開催した 

「しりうち地域産業担い⼿センター工事⾒学会」へ当森 

林管理局職員も出席しました。同センターは町産材カラ 

マツを協同組合オホーツクウッドピアで加工したカラマ

ツ CLT パネルを用いて建設された研修・宿泊施設であり、

全国初のカラマツ CLT住宅となります。

材料の調達から加工まですべて道内で実施する、オー 

ル北海道産であることから、道内における林業・木材産

業の成⻑産業化への貢献が期待される取組です。

一貫作業システム現地検討会を開催しました【十勝東部森林管理署】

平成 29 年 11 ⽉ 7 ⽇（火曜⽇）、今年度初めて「一貫 

作業システム」を導入し、伐採から地拵までを一括で契 

約した箇所（芽登地区国有林）において現地検討会を開 

催しました。十勝総合振興局や近隣の市町村、森林組合 

等からも参加いただき、計 57 名の参加者となりました。 

当署担当者から、伐採・搬出後に直ちに地拵えを⾏い 

作業の効率化と労働強度の軽減を図る一貫作業システム 

について説明しました。ほかにも列状間伐のメリットの 

説明や大型機械による地拵作業の実演を⾏いました。 
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 http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

募集人員：48名 
依頼期間：平成 30年 4月～平成 32年 3月までの 2年間 
依頼内容：国有林モニター会議・現地見学会への出席や

国有林や森林・林業に関するアンケート調査への回答
応募方法：以下の必要事項をご記入の上、郵送・FAX・メールの 

いずれかの方法でご応募ください。 
(1)氏名（ふりがな）、(2)性別、(3)住所、(4)郵便番号、
(5)生年月日・年齢、(6)職業、(7)電話番号、(8)国有林モ
ニターを知ったきっかけ、(9)応募理由（100字程度）

応 募 先：北海道森林管理局 企画課 国有林モニター担当 
(お問い合わせ先) 〒064-8537   

札幌市中央区宮の森 3条 7丁目 70番 
（電 話） 011－622－5228 
（FAX）  011－622－5194 
（Eメｰル）h_kikaku@maff.go.jp 

募集期限：平成 30年 2月 23日（金曜日）【必着】 
※詳しくは北海道森林管理局 HP（下記参照）をご覧いただくか、

もしくはお問い合わせください 

【北の国・森林づくり技術交流発表会】 
○日時
平成 30年 2月 6日（火曜日）8：30～17：00
平成 30年 2月 7日（水曜日）8：30～17：30
○会場
北海道大学「学術交流会館」
札幌市北区北８条西５丁目
※プログラム等の詳細は、ホームページをご覧下さい

行事・イベント情報 
も り 
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